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「生活科」実践記録の検討 (2)

-「まつり」単元 (2学年）一

佐藤年明＊・桜井禎子＊＊

本紀要第12号 (1992年）に両名が発表した「生活科」実践の批判的検討の続報である。

前稿の「公園」単元 (1学年）に続き、本稿ではやはり従来の低学年社会科・理科では見

られなかった「生活科」の典型的単元の一つである「まつり」単元 (2学年）の実践記録

を検討した。収集した21の文献を、 「収穫を祝うまつり」 「地域の伝統行事と結びつけた

まつり」の 2つに分類して（但しこのうち 6文献は両方にまたがる）分析した。

キーワード：生活科、まつり、栽培活動、地域の伝統行事、学校教育と宗教的行事

I. 「まつり」単元の実践記録の分類

「生活科」に関する単元レベルでの実践記録

検討を課題とする佐藤・桜井両名の共同研究の

趣旨と経過は前稿(1)で述べたのでここでは省略

する。

2学年「まつり」単元は、学習指導要領の以

下の記述に対応して設定されている。

「季節や地域の行事にかかわる活動を行い、四

季の変化や地域の生活に関心をもち、また、季

節や天候などによって生活の様子が変わること

に気付き、自分たちの生活を工夫したり楽しく

したりすることができるようにする。」

（［第 2学年〕内容 (3))

この内容項目は社会生活とそれに影響する自

然現象の両方にまたがるものであり、したがっ

て従来の低学年社会科や理科にはなかったもの

である。また、この趣旨に沿って「まつり」を

扱うとすれば、自然（季節）に対応する人間生

活、地域の伝統・風俗・習慣、子ども自身のレ

クリエーションなど、複数の観点から学習活動

を意味づけることができる。

こうしたことを前提にして、前稿における
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「公園」単元検討と同様の手続きで、すなわち

佐藤が収集した「生活科」関係文献の中から、

「まつり」単元の実践記録（子どもの活動の記

録等を欠いた単なる提案は除く）として（次ペー

ジ一覧表） 21文献を選び出して検討してみた。

その結果、これらの実践の性格を次の 2つの観

点からとらえることができた。

1. 栽培活動のしめくくりである収穫祭として

取り組んだ実践

A·K•P•S•T•U 

(F• H• I• J• M• N) 

2. 地域の伝統行事を取り上げた実践

C•D•G•L•O•R 

(F• H• I• J• M• N) 

上記のうち括弧内の 6実践は、両方の側面を

兼ね備えているので、両方の観点から分析した。

なお、上記以外の B•Q実践は、記録が簡潔す

ぎて分析の対象にならなかった。また Eは、

「働く人」の学習のまとめとしての「まつり」

であり、他の実践とは異質なので分析から除外

した。

以上のような基礎作業を経て、上記 2つの観

点からそれぞれに対応する実践記録を比較対照

し、分析した。本稿はこのような共同研究に韮

づき、 I• ill を佐藤が、 II• IVを桜井がそれぞ
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れ分担して執筆した。なお、前稿同様、個々の

実践記録に対する見解は、両名の討議に基づき

つつ、最終的には各自の責任においてまとめた。

本稿で検討した実践記録は以下の通りである。

A. 田仲公一「収穫を祝う秋祭りをしよう」 日本

初等理科教育研究会・全国生活科教育研究会編

「初等理科教育」 Vol.22,N o. 8 『特集生活科

年間指導計画とその実践』 初教出版

(1988. 7) 

B. 出井幸夫「楽しい秋まつりをしよう」 大野連太

郎他11名 『生活科の指導計画』 中教出版

(1988. 7) 

C. 「ぽくらのさいの神まつりをしよう」渋谷憲ー・

上越市立高田西小学校 『教育の生活化を図る一

生活科の実践と指導計画の編成の工夫＿』 東

洋館出版社 (1988. 11) 

D. 「わたしたちの夏祭り」 福岡教育大学教育学部

附属小倉小学校 『子ども自らが動き出す生活科

単元づくりと評価』 明治図書 (1989. 6) 

E. 「さんぎょうまつりをひらこう」 愛知県東浦町

立緒川小学校 『低学年の生活科・総合学習の進

め方 個性化教育カリキュラムとその実践』

明治図書 (1989. 10) 

F. 「しゅうかくさいをしよう」重田勉編著『HOW

DO生活科 全指導案と活動・体験のエ夫』

東洋館出版社 (1989. 12) 

G. 新色裕隆「単元『子どもまつりをしよう」の指

導計画と実践」 中野菫人・北俊夫編 『生活科

授業づくりの指導事例 3 2年・生活科授業づ

くりのヒント』 中央出版 (1990. 3) 

H. 「お祭りをしよう」 水上義行『生活科へのチャ

レンジ』 古今書院 (1990. 4) 

I. 古隅信彦「別所祭りをしよう一子ども達が作る

秋祭り (2年）」 今谷順重編著 『どうする生活

科の授業設計•生き生き体験のびのび活動の構

成と展開』 日本教育研究センター (1990. 5) 

J. 柳本君代「秋まつりをしよう」 梶田叡一責任

編集（人間教育研究協議会編集）「はじめての生

活科—―授業の設計と展開』 金子書房

(1990. 5) 

K. 後藤清代「実りの秋を楽しもう」 梶田叡一責

任編集（人間教育研究協議会編集）『はじめての

生活科ー一授菓の設計と展開』 金子書房

(1990. 5) 

L. 中野和雄「まつりをしよう (2年）」 魚住忠久

編著『生活科授業の探究と実践」 黎明書房

(1990. 6) 

M. 斉藤敏子「収穫を祝う秋祭りをしよう (2年）」

魚住忠久編著 『生活科授業の探究と実践』 黎

明書房 (1990. 6) 

N. 田口恭子「祭りだ、わっしょい」 中教出版生活

科編集部 『子ども生き生き生活科―—子どもが

もえる授業の実践入門』 中教出版 (1990. 6) 

0. 小宮忠「北条っこまつり~子どもが店の主人だ

ー」 大野連太郎・水越敏行編集執筆 『2年

生活科の実践と評価』 中教出版 (1990. 6) 

P. 近藤誠「秋のみのりの祭りをしよう 手づくり

の店を開くよ」 谷川彰英編著 『楽しく学べる

ヒント教材 2 生活科の授業 2年』 明冶図書

(1990. 8) 

Q. 長谷川繁「お祭りをしよう」 生活科の授業をつ

くる会編［『授業研究』 11月号別冊］ 『生活科授

業研究」 (No.1)明治図書 (1990. 11) 

R. 永田順子「地域に伝わる踊り（バカ面踊り）を

しよう」 今野喜清編著 『子どもが熱中する生

活科の授業 2年』 教育出版 (1991. 1) 

S. 「ぼくらの秋祭りをしよう」 新潟県上越市立大

手町小学校『さあ生活科をはじめましょう 生

活科の学習の成立と評価』 日本教育新聞社

(1991. 2) 

T. 斎亘「しゅうかくさい」 日本放送出版協会編

『生活科・徹底Q&A』 日本放送出版協会

(1991. 8) 

U. 藤川隆「トウキビ祭りをしよう」 日本放送出版

協会編 『生活科・徹底Q&A』 日本放送出版

協会 (1991. 8) 

註

(1)佐藤年明・桜井禎子「『生活科』実践記録の検

討 (1) 「公園」単元 (1学年）―-」『三重大

学教育実践研究指導センター紀要』第12号 19

92年 pp. 1-2参照
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II. 収穫祭として取り組んだ実践の分析

1 . 栽培・収穫の経験について

収穫祭への導人、あるいは前段階に、栽焙活

動を取り人れている実践としては、手軽に食べ

られる作物を主に考えている場合が多い。中で

も、比較的育てやすく、一定の収穫量が確保で

きるサツマイモが多くの実践例で取り上げられ

ている。しかし、栽培の手間のかからないサッ

マイモのみでは、収穫を喜ぶ祭りでの感謝に結

び付きにくい。一方、農耕社会における収穫祭

で取り上げられてきた米の栽培も 4例 (A.p• 

H• M)ある。米作りは、水のかけ引き、病害

虫、肥料など微妙なタイミングの必要な世話を

要求される。 2年生にとっては、栽培しにくい

作物の一つと言ってよい。そこで、農家の人々

の手助けなどを必要とするため、人任せになり

がちともなる。収穫の喜びに結び付けるために

作物を栽培する場合、作物の種類によって栽培・

収穫の経験から学ぶ内容がかなり異なってくる

はずである。また、教師が祭りのイメージを描

いた上で選ぶ作物と、子どもが育てたい作物と

でも、栽培意欲や収穫の喜びが異なる。ほとん

どの実践で、栽培・収穫の経験が、どんな目的

の蜻になされ、収穫祭のどの部分に位置づくか

などの観点を考えた上で作物が選ばれていると

は言い難い。収穫祭に結び付く作物の選定と栽

培経験の重みが、収穫祭を支えるといってもよ

い。収穫の時期（夏休み中に収穫するトマト・

トウモロコシなど）にも問題がある。それらの

問題をクリアするために、教師や地域の人々の

陰の力が不可欠になることが多いが、果たして

それでよいのかどうかも考えねばならない。

2. 収穫祭（秋祭り）の内容について

収穫祭の内容として、「みこし」を取り上げ

ている実践が10例 (A• S• T• U• K• F• I• 

J• M• N)ある。みこしを担いで練り歩くこ

と白体、心が踊り、ウキウキした気分にさせる

から、祭りの雰囲気を盛り上げるのに効果的な
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教材ではあろう。しかも、創作意欲や表現力、

協力性などを指導の重点とすれば、「生活科J

として意義ある学習として成り立つ。美しく飾

るだけでなく、激しく揺さぶっても壊れない丈

夫さを要求される所に「みこし」の教材として

の魅力があるのだろう。次に多いのは、収穫し

た作物を調理して食べる「試食会」の学習を含

んだ 8 例 (A• P• T• U• K• F• H• M) で

ある。みんなで食べながら、「太陽や水を一杯

受けて育った味だ」「ありがとう」などの言葉

が自然に出ることを最終目標としているようで

ある。続いて多いのは、祭りの儀式的な部分に

重きをおいている 4例である。ビデオを見たり、

家の人から聞いたりして、伝統的な祭りイメー

ジを育てていく方法がとられている。既成の祭

りを基準にするため、安易に「学習園の神様の

おかげ」と言ったり (A)、田を清めたり収穫

物を供えたりする活動 (P)を誘発させている

例がある。また、祭りの儀式が学校教育の内容

を越えて、皇室行事のお田植え祭などに踏み人っ

ている事例 (M) もある。収穫祭の内容が子ど

もに何を理解させ、どんな力を身に付けさせる

ことになるのかを明確にしないと、単なるお祭

り騒ぎになるか、祭りを追うだけの活動になり

かねない。「まつり」単元が、以上のような問

題点を含んだ単元であることを、教師自身がど

れほど把握しているのだろうか。「祭りはそこ

で生活する人々の思いや顧いが凝縮して現れる

場である」と定義付けたSの実践では、収穫祭

の内容も、最後に「秋と自分たちの生活をまと

め表現したオペレッタ」に集約した独自な活動

を組んでいる。収穫祭の内容と祭りのとらえと

は関連が深いと言えよう。

3. 子どもの活動内容と時間数について

表 1-1については、時間数の平均が19.4時

間であるが、 Pの実践が特に多くの時間 (40時

間）を費やしている。「まつり」単元を「祭り

をやるための計画・準備・本番を子ども逹で考

えさせ、協力して一つの行事に取り組む楽しさ
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を味わわせたい」というねらいで進めてきたか

らである。子どもを主体に学習を進めると、予

定外に時間がかかる。それだけのメリットがあ

ればよいが、今回取り上げた実践例では、子ど

もの具体的な姿を記録する中で、成長と課題を

まとめるといった方策が欠けているため、どれ

だけ子どもの身に付いたか、不安が残る。また、

現場教師が「生活科」の問題点の一つとして、

活動内容と時間のバランスのむずかしさを挙げ

ているが、「まつり」単元では、特に綿密な計

画と指導内容を明確にすべきであろう。 Pのよ

うな実践は、学校行事（児童会行事や文化活動

など）に位置づけるのも一方法であろう。

教育に持ち込む実践でも、祭りへのとらえ（単

元のねらい）は、あいまいである。「祭りづく

りへの関心・意欲をもたせる」 (F,N)、「神社

でやるようにおはらいをするのは、宗教的な儀

式ではなく、あくまでも子どもの見出した感謝

を表す具体」 (H)、「伝統文化の継承と共に、

学校生活の節目」 (M)など、いろいろである。

いずれも、「生活科」で祭りを取り上げるとい

う確たる意図となり得ない。

伝統行事の継承を考えるのであれば、学校教

育の場に持ち込まず、地域が子ども達を祭りに

参加させるという枠組みを作ればよいのである。

表 1-2については、地域の祭り調べを含む III. 地域の祭りを取り上げた実践

が、時間数の平均は14時間と、比較的バラッキ

が少ない。地域の祭りを参考にしたり、手本に 校区あるいはその学校のある市町村の伝統行

したりして、子どもの祭りに要領よく地域の祭 事、あるいは新興の行事としての祭りを学習内

りを取り入れる方法をとったためであろう。そ 容に位置づけた実践として、表 2-1および表

の場合地域の祭りに引き込まれないように教師 2 -2の12の実践を検討した。

自身が気を付けないと、収穫祭の内容そのもの

が、地域の祭りのミニ版になりかねない（おは 1. 「子どものまつり」の必然性の弱さ

らい―F、おそなえー］、お田植え歌-Mなど）。 表 2-1の6実践は、地域の祭りの学習を導

4. 祭りのとらえについて

「祭り」の定義はむずかしい。純粋に民衆の

間に沸き起こった顧いや喜びが「祭り」という

エネルギーとなって爆発するだけでなく、政治

的な配慮やもくろみが複雑に絡んでいる場合も

多い。表 1-1のように、祭りを収穫祭に限定

した学習にしても、収穫の喜びと感動を伝え合

う場としての祭り、あるいは祭りを創り上げる

過程と本番の活動における連帯感・一体感を味

わう場としての祭り、さらには自主活動の場と

しての祭りや、季節と祭りを結び付ける連続活

動の中での祭りなど、様々な実践が報告されて

いる。各教師のもつ祭り観から設定された流れ

であろう。それぞれの流れの中で、得られた子

どもの理解、身に付いた力もまた数々である。

それでよいのだろうか。

一方、表 1-2の地域の祭りを積極的に学校

人として、それを模倣した活動を学校の中で展

開するものである。いずれも導人部分で、地域

の祭りについての経験や調べたことの発表・祭

りの当事者の話を聞く・祭りの見学などを位置

づけている。ここで注目したいのは、そうした

地域の祭りについての学習から学校での子ども

たち自身による「まつり」へと活動を発展させ

る契機は一体何かということである。

C•Gでは、地域の祭りの学習の中で子ども

たちから自分たちの「まつり」をしたいという

要求が出てきたとある。 D•L は指導計画にお

いてそうした要求が出てくることを期待してい

るが、実際には子どもたちから出てきたのかそ

れとも教師からもちかけたのか明確ではない。

O•Rでは、学校あるいは学年の恒例の行事で

あるため、 「まつり」をやることは当然の前提

となっている。

地域の祭りの中にある踊りや太鼓、あるいは
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「生活科」実践記録の検討 (2)

食べることなどの活動は子どもたちにとって理

屈抜きに楽しいものであろう。だから教師と子

どもたちのいずれから言い出したにせよ、「ま

つりをしよう」という合意を形成するのは容易

である。しかし、それならば地域の祭りは単に

「学校での楽しい活動」を計画するためのきっ

かけにすぎないのかというと、そうも言いきれ

ないようだ。

Dでは、子どもたちが調べてきた地域の夏祭

りをするわけとして、「ア、夏祭りは昔から行

われている イ、夏祭りは、作物がよくできる

ことを顧うお祭り ウ、夏祭りは、町をよくし

たり、みんなが元気でくらせたりすることを願

うお祭り」 (p.203)とまとめられている。つま

り祭りを調べることを通じて地域の人々の生活

や願いの一端に触れるという学習が行なわれて

いるわけである。そして、「それぞれの地域で

行われる夏祭りには、みんなの健康や作物の成

長といった顧いがこめられていることをつかん

でくる。それをもとに学級の夏祭りを計画させ、

自分たちで育てているものの成長やみんなの健

康などの顧いをこめた夏祭りをつくっていく。」

(p. 201)として、「生きていく上での顧い」と

いう観念を橋渡しにして本物の祭りから子ども

たちの「まつり」への発展をはかっている。表

2 -1の他の実践にも類似の位置づけを読み取

れるものがあるが、総じて地域の祭り（の一部・

模倣）をなぜ「生活科」に持ち込むのか、その

必然性の考察が弱い。また子どもから見た場合、

果たして地域の祭りと自分たちの「まつり」が、

「生きていく上での顧い」という点でつながっ

ていると意識されたかどうかは疑問である。お

そらく子どもは、みこしやお面などの華やかさ・

楽しさにひかれて活動に夢中になるのであろう。

地域の伝統行事に込められた人々の願いをも模

倣・継承するというのは低学年児童にとっては

高度すぎる精神活動である。社会科での地域学

習は 3学年から始まる。それ以前の 2学年の段

階で、しかも目に見えない精神活動に関係する

事柄を学習の対象とすることは、発逹的に見て

無理があるのではないか。また踊りなどの伝統

文化の継承を狙うのであれば、学校の中での子

どもたちだけで可能な模倣的活動ではなくて、

IIで述べたように地域の祭りの当事者に依拠し

て、本物を体験させる方が有意義であろう。

2. 栽培活動の疑似宗教的総括の問題点

表 2~2 の 6 実践については、すでに II で収

穫祭としての側面から分析した。但しこれらの

実践は、単なる学校内の活動としての収穫祭だ

けではなく、同じ単元の中で地域の伝統行事と

してのまつりの学習も位置づけているので、後

者の側面から改めて検討する。検討の視点とし

て、やはり前項と同様に、地域の祭りと子ども

の「まつり」の接点について考えたい。

F• J• Nは、地域のまつりと自分たちの収

穫祭とを内容的に結びつける発想は見られず、

地域のまつりを知ることを動機付けとして自分

たちの「まつりJへの意欲を掘り起こし、高め

るという程度である。

これに対してH• I• Mでは、地域の祭りか

ら子どもたちの「まつり」に持ち込む要素にお

いて、さらに一歩・ニ歩と踏み込んでいる。 M

はIIでも述べたように、地域の伝統とはいえ皇

室の宗教行事を無批判に学校内に持ち込んでい

る点で問題があるが、さらにこうした地域行事

について知ったことをきっかけにして、「稲や

さつまいもにありがとうをいおう」という声が

子どもから出てきたとして、それを契機に収穫

祭への取り組みに着手している。子どもたち自

身が栽培活動の中で形成してきたさまざまな認

識や感情を、［作物への感謝」というひとつの

観念に流し込んで、それを具体的に表現するた

めの活動に全員を参加させている。 Iでは「感

謝」ではなく、「祝う」という観念が提示され

ている。了どもたちが栽培活動の成果である収

穫を喜んでいるなら、それを祝うことに抵抗は

ないだろう。だがこの実践では、単に「収穫を

祝う」のではなく、「クラスの喜びごと」を挙

げさせてそれらも祝う対象とすることで、「祝

-17-
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記号 馘筆者・学校名 穀培した作物の種類 収穫祭（秋祭り）の内容 子どもの活動内容 祭りのとらえ（票り巣元のねらい） 時闘数

A 田 仲公一 花（コスモス・ヒマワリ • 秋祭りを始める式（始めの言霊、 鵬覇の • 秋祭りについて話し合う 「秋祭り」の藷活 動 を 行 う と き 、 子どもたちは

神戸大学歓青学 日々草など） 菖稟、 祭 り の 歌 、 祭 り の 紹 介 、 おはらい • 秋祭りの準● について話し合う 1学 期 か ら 「 秋祭り」につながる活動を協力し

部附暴明石小 作 物 （ ト ウ モ ロ コ シ ・ 枝 • みこし巡行 • 秋祭りの準● をする ながら統けてぎた。 そのため「秋祭!)Jにおい

豆 ・ キ ュ ウ リ ・ チ ン ゲ ン ・艘り 合 わ せ ・ 差 し 上 げ 観 争 ・屯 IIを汲う秋祭りをする ては、 長期霞にわたる活動を続けた者 1::しかわ 2 0時関

サイ・イネ・サッマイモ ・ 奉 納相模大会 ・祭りの反省会をする からない成は感・満足感を喜びとして表出した

米・大根・大カブラなど ・親子会食会 のである。 他から与えられた祭りではなく、 子

） • 秋祭り終わりの式 ども自らが体から自然とにじみ出る収穫の喜ぴ

と感動を、 互いが互いに、 また局 Illc八々に伝

えたいという飲求があればこそ、 自分達で祭り

を創っていけたのであろう。

p 近霞謳 米・野菜 • ありが とうの会（おそなえ、 お礼の重稟 • お店を 111く準● をする みんなで創り、 みんなで楽しむ祭りを体験する

静岡大 学附最 （具体的な体験活動の記 秋の実りの歌、 お米の歌） • ありがとうの会をする ことにより、 遍帯感を青みたい。 おみこしや屋 4 0峙冒

浜松Aヽ 述はない） • お店を開く（木の実、 あめ、 もち、 バン ・店を閂言、 亮り貫いをする 台を作り、 店を出す中で、 今査での活動が生音

こはん、 すし、 うどん、 ラーメン、 ジュ （収穫から祭りへの属関状況、 祭 たとき、 子どもたち自身の祭りとなり、 ● 中に

ース） りの計画など、 具 体 内 容 は 不 明 ） な っ て 活 動 す る子どもの姿がみられるのである

s 堺墓治 サッマイモ • 秋 がいっばいつ肇ったおみこし ・ぼくらの秋祭りの計画を立てる 祭りは、 そこで生 活 す る 八 々 の 思 い や 願 い が 汲

上越市立大手町 ・祭りの時にみんなで分けてあげるサッマ ・ぼくらの秋祭りの準讐をしよう 縮して瑣れる場である。人々の生活の息づかい ？ 

小 イモの お 店 作 り ・ぼくらの秋祭りをしよう が伝わってくる。 人々の生活の様子は季•節によ
• 秋と自分たちの生活を宣とめ、 衰lJIした っ て 変 わ る も の である。 それゆえ祭りは季節と

オ ペレッタ 深く結び付いている。 → 子どもたちが祭りを創

造し、 祭りの中に自分たちのすぺてを表現し、

自分たちのすべての思いを爆発させる活動．

T 斎亘 短期栽培一二十日大根・ ・ニ十日大懇の取糧-- • 野菜つくり ( 5月） 収穫の喜びを表したい見童の気持ちは、 二十巳 7時同

仙台市立南小泉 サラダ稟 ・収糧し た 作 物 を み こ し に 景 せ 、 家庭科宣 • 野要の世話 ( 6月） 大根とレタスを段ボールのみこしを作って乗せ

小 長期栽培ートウモロコシ まで饒り歩＜． • 野菜の懃り入れ それを担ぎたいという璽いや、 みんなで料珪し

・キュウリ・大豆 • 作物を鯛哩して食ぺる 収穫祭（短期栽培） (6月） て食べたいとい う麗望である。

収穫祭（長期栽培） (9月）

• 秋のたね言磐 (I0月）

u 襲μ1 隆 トウキビ ・始まりのあいさつをする ・祭りのことを話そう（祭りの思 1年生の時に行った「ミニトマトバーデイ」の l 2時国

北海道較育大学 ・トウキビ祭りの歌を歌う い出を話す、 地 蟻 の 祭 り を 躙 べ 経験を生かして、 子どもたちに祭りの計画 準

附屋函館、Jヽ ・ゲームや胃物をする る） 饉、 運嘗、 援始 末 ま で の 一 運 の 活 動 を 、 でぎる

• おみこしを担いで歩く ・トウキビ祭りの準纏をしよう だけ自分たちの力で行わせたいと考えた。

→ トウ キビを食べる （祭りの名前を考える、 祭りの

・終わりのあいさつをする 係を決める、 祭りに使う物を作

る）

・トウキピ緊りを楽しもう

（店などの準讐をする、 トウキ

ビ繋りを行う）

K 後 匿 清代 サ ッ マ イ モ ラ ン ド祭り • 秋 の II)をたんけんしよう（春や 目をぎらきら鍾かせ、 友達と協力して大ぎな祭 I B時間

上紐市立大手町 • お祭り 広 場 （ や ぐ ら ・ 旗 ） 夏のマッブを見畜そう、 秋の町 りというイベントに立ち向かい、 それをやりと

小 ・バレード（みこし） をたんけんしよう、 たんけんマ げたときにこそ、 満足感と共に、 生活に楽しさ

・ランドでとれたサッマイモをみんなで食 ッブにまとめよう） をもたらしたり、 人々と心を合わせるなどの本

べる • お い し い 秋 見 つ け た （ ラ ン ド 畑 当の活動の意義も体験できたものと考える。 こ

のサッマイモを収穫しよう、 収 のことは、 子どもたちー A-Aの内面の爆発で

穫したサツマイモで楽しもう） もあり、 成長の喜ぴでもあった。 祭りはみんな

・ぼくらのランド祭りをしよう の力を結集し、 喜ぴを分かち合い、 一体感が味

（祭りの計画を立てよう、 必妻 わえる子どもたちの燃える大 -1ベントだったの

なものを作ろう、 ぽくらのラン である。

ド祭りをしよう）
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記号 艤筆者・学校名 穀培した作物の糧類 敬II繋（秋祭り）の内容 子どもの活動内容 祭りのとらえ（祭り単；；； ll)ねらい） 峙霞数

F 重 Ill 11/J ミニトマト・トウモ ・鵬篇の重寓 • 町の祭りの様子を話し合う お祭りの目的を決め、 それに見台ったお祭りで I 3時麟

ロコシ • おはらい ・自分たちの躾りの計菖を立てる したいことを話し合わせることの中から、 自分
・収穫祭の歌 ・ミニトマトやトウモロコシを収 たちのお祭りづくりへの Ill心と意欧をもたせる

・野菜サラダを食べる 糧する ようにする。

• おみこしワッショイ • 島穫繋をする

If 水上畿行 米・ソバ ・墨劉の式（グ 1• ーブ毒に水や土に戴篇） ・殴糧祭への 1:t圃 「編いと感 lll」が祭りの基璧にあることをとら
冨 山 大 学 1111鳳ヽ Jヽ ・試食会（米・ソパ） • しし顕作り え、 春の祭り、 秋の祭り、 冬の祭りがそれぞれ

・冨ぴの集会（全員合鳴・ リレー紙芝鰐． • し し 賣 の 緩Ill 寛昧をもつことに騨珠を覚えてきたのである。 ？ 
しし胃・銀ころがし） • 初 午 と 俵 こ ろ が し したがって、 取 穫祭ではなく「歌穫鶏 Ill祭 Jと

• 繋りってなあに しての酌り組みとなっていったのである。 鴫ill
・較糧祭 の気持ちを｀ 神社でやるようにおはらいをする

これは、 宗較的な儀式ではなく、 あくまでも子

どもの見出した 慮劉を衰す具体である。

I 今谷層重 サッマイモ・トマト ・簡めの言稟 • 町の祭り自慢をしよう（祭りの 寮りは万稟の世から、 璽穣への感謝や祈りの儀 1 2時国

ヒマワリ ・祭りの テ ー マ の 発 褻 様子の紹介、 別所町の祭り鯛べ 式が姿を変え、 耀意を変・えつつ伝承されて営た

・殻糧犠のおそなえ 祭り自慢） 。 そして、 その 土地の八々の瓢望や工夫が加わ

・祭りの歌 • 秋祭りをしよう（別所祭りの準 って、 名地で園有の儀式を編み出し、 生活に根

• みこ、し自慢 ●、 別所寮りをしょう） 付いているのが現在の繋りである。 何といって

• みこしコンク -J, も繁りは一 A-Aの内面を爆発させる場である

• みこしを担さう 。子どもたちが且を き ら 慧 ら 耀 か せ 、 無我夢中

• 鰭わりの言葉 になって参加することを期告する。

J 櫛本君代 ダイズ • お じざんおばさんの入場 ヽわたしたちの町の祭り調べ 昔から 農作喩！の豊かな生育を璽う春祭り、 自 16時霞

福井市立麻生濃 ・始めの言稟 • 秋 祭 り を し よ う （ 祭 り の 計 嗣 を 然の憲みに感謝する秋祭りというように、 A々

小 • あさむつ太鼓をたたこう 立てよう、 おみこしを作ろう、 は季節や天候 ll)変化を体で感じ珀って、 その鳳

• 秦しく鰯ろう あさむつ太餃をたたこう） 憲に感劉したり、 祈瓢したりする湯として祭り

・ゲームをしよう • そ れ い サ 祭 り だ （ 祭 り 1l)ブログ を行って意た。祭りには、 八々の熱い思いが流

• おみこしを担こう ラムを考えよう） れているといえる。子どもたちも 収l1で言る

・ だ いずさんへの手紙を燃やそう までになったことへの喜びを孜い、 お互いの努

・ 終 わりの重稟 力をたたえ合い｀ 土・水・太陽と：いった自然の

夏みに感鰤する という意琶で本巌元を設定。

M 悶崎市立六ツ異 米・サッマイモ ・始めの重稟 ・収穫祭の意畿について話し合う 「祭り」は昔から伝わる伝統行事である。 こ (l) I 3峙冒

爾 部 ,1ヽ • 田 櫨えの歌と蒼田祭の観り ・どんな祭りにするか話し合う 年中行事を学校 霰 育 の 中 へ 恵 り 入 れ る こ と は 、

• おじし、さんの話 ・収積祭の準● をする 伝統文化の鑓承と共に、う汀交生活の節目ともな

• おじいさんへのブレゼント ・収帽祭に向けての鰊盲をする り、 潤いを与えるものだと思う。

• みんなで歌おう ・収穫の喜ぴを昧わえ、る収穫禦を

• おみこし・しし賛 しよう

• いもこ飯を貪ぺよう ・ 感 じ た こ と を ま と め よ う

• お1しの言一稟

・先生の話

・ 終 わりの言稟

N 田口恭子 ヒョウタン・大根・ナス 各クラス 毎 に 割 る ・真砂ひょうたん祭りをしよう 低学年の子どもたちは「お祭り」と鳳いただけ I 6時閻

東京都文京区立 サフラン・ヒマワリ ・法被 • IJの祭りに参加しよう でオ喜ぴをする。 緯 8.おみこし• おはやし・

真砂ヽJヽ • みこし • ひょうたん祭りを計画しよう 人の謳わい。 こんな棄しいことはめったにある

• おはやし ・祭りのリ 1'-サルをしよう ものではない。 けれども、 ここでの「お祭り」

・鯰 8 • ひょうたん祭りをしよう は今までに体験したものとは少し違う。 f与え

・東しいひょうたん祭りがでぎた られた祭り」でばなく、 収穫を祝う f自分たち

か な で割る祭り」であるということ。
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記号 執筆者・学校名 祭りの名称・地域・時期 「子どもの祭り」への導入 子どもの活動内容 時間数

C ？ さいの神祭り 「さいの神祭り」を見た子どもの話、見ていない子どもの好奇心 「さいの神祭り」の経験発表・調査 1 0時間
日県上越市 平山地区 ・自分もしてみたいという願い→実際に行なうことに 「さいの神」つくり
高田西小） 小正月の頃 祭り（さいの神の火でスルメ• もち• ミカン・サツマイ

モなどを焼いて食ぺる）

D ？ 小倉祇園 自分たちの町の夏祭りを紹介し合って、夏祭りについての興味・ 自分の町の祭りの紹介 13時間
（福岡教育大学 戸畑ちょうちん山笠 関心を高め、 「夏祭り」の小単元へと連続させていった。 夏祭りをするわけを調ぺる
教育学部附属 黒崎祇園 わたしたちの夏祭りの計画を立てる
小倉小学校） 門司港祭り 夏祭りの道具（おみこし・太鼓・ジャンガラ・うちわ）

を作る・「おはやし」を作る／夏祭りをする

G 新色裕隆 秋 地域の神社の秋祭りについて、知っていることを発表→ 「僕たち 地域のみこしのことをYさんに聞く 10時間
（東京都目黒区 も、学校でお祭りをしてみたい。」 「おみこしを作って、校庭で 地域のみこし見学
駒湯小） みんなでかつぎたい。」などの意見が出て、子どもみこしへの気 子どもみこしつくり

持ちが高まる。 みこしをかつぐ（体育館で発表後全クラスを回る）

L 中野和雄 甘酒祭り（一宮市無形民俗 「祭り調べや、実際に見た祭をもとに、自分たちも祭りをやって 「甘酒祭り」を見に行く 9時間
（愛知県一宮市 文化財） みたいという気持ちがわくようにさせる」 （指導計画） 祭りの様子や由来を調べ、発表する
丹陽西小） 丹陽地区（校区外） 学年合同で「わたしたちのお祭り」 「丹西っ子祭り」の計画を立てる

＊校区の6つの字にもそれ 「丹西っ子祭り」は児童会主催行事 みこし、うちわ、お店、看板、プログラム、招待状準備
ぞれ祭りがある。 踊り、太鼓の練習

1 0月第4日曜 →みこしをかつぐ・たいこやふえに合わせて踊る・みん
なで収穫したものを試食する

I ゚
小宮忠 八幡の祭り（など） 昨年招待されている経験から、この時期“北条っ子まつり”があ 地区の祭りについて話し合う 22時間
（千葉県館山市 ることは承知している。 北条っ子まつりの計画（学級／学仔隻会）
北条小） 9~10月 みこし・山車•お店の制作と練習

北条っ子まつり
伍っ子わりにつし＼て話し合い／売り上げ計算／作品に残す

R 永田順子 市民祭り（バカ面踊り） 3年生による「ばか面踊り」を見せる→ 「踊りの合間 rばか面踊 3年生の「ばか面踊り」を見る 1 0時間
（千葉県船橋市 本町地区（湊町） りJの踊り方を手とり足とり教わったり、お面の作り方を教わっ お面つくり
船橋小） 7月下旬 たりさせ、活動意欲を高めたい。」 （学習実践上の教師側の手だ 踊りの練習

て） 3年生の前で踊りやお面を発表する
「市民まつり」に参加し、踊る
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「まつり」単紐較対照琴 2 - 2• 譴祭と顧の祭りを饂づけた蘊＊皿観1-2と劃翫、「子ども囁龍「曝直噴する 佐藤年明作成

記号 執筆者・学校名 祭りの名称・地域•時期 「子どもの祭り」への導入

F l . I「 町 の 蜘 疇 り 」 ¥1!;; 記嗅置詈喜旦謡こ；；；五こ；；；：；；;~~ 祭l,り):
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水上義行
（富山大学
附属小）

「
主
沖
盆
」

2
1
 

古隅信彦 春祭り・秋祭り• ゆかた
は庫県姫路市 祭りなどは臨各市）
別所小）

J
 

9桔代・籟穀ヽ
似祀•榊穀子
（匹描駐訓）

初午
富山県利賀村

M ？ 
凜知県岡崎市
六ッ実南部小）

樟社を祁とし1'J浦0蘭を屈う沿鳩り
()\難社祭り•特椛祭り•時椛祭り）·
＂詫靭餅OJt~硯り（紐祭り•枷
枯祭り清醗り）•あさじつ晨り

悠紀斎田祭 (6月5日）

「祭りの範囲を大きくとらえ、祭日や寺社、学校の行事にかかわることもよいとし、調査活動を家庭学習として進めさせる。」（旬
「前時までの地域や身の回りに見られるお祭りから、自分たちで自分たちのお祭りをつくったらどうだろうかと問いかけ、自分たちのお

祭りの対象を考えるように助言する。」 (P.119、難は張者）・.・.・.・...二・..―.... ー..・.・.・.・.・.・ 二ーごご..ごごニマごごごこすごごここここ戸•こごごここ云ぷ

「なお、この（＝収穫祭）他に、より地域の文化財への興味•関心の高まりをねらい、教師の側から富山県利賀村の子供たちが古くから
伝える r初午』も体験させることにした。」 (P.162) 
「初午の導入については、既に述べたように教師の一方的な提示であるが、以上のような（＝「米作り」の）歌詞の意味を話して
やり、喜びの中にできてきた歌であることを語ってやることにより、子供たちは意欲的にかかわりを見せてきた。」 (P.169) 
「本校のように主として町の賑う所から通っている子供たちにとっては、祭りを見ることはあっても、参加することは極めて少ない。し
たがって、祭りのもつ意味を理解している子はほとんどいない。／本単元のみでは、祭りの意味を理解させることはなかなか難しいが、
祭りへの興味や関心をもち、地域の人々の願いや喜びを考えさせることは可能である。／子供の祭りへのイメージといえば、夜店がほと
んどであろう。 r祭りが来る」 「祭りが行ってしまった」という表現をする子が多いのはそのためである。子供たちは m現我）おじさん
が来る」ことを楽しみにしており、祭りのイメージをそこにもつのである。／授業では本来の祭りの意味を考えることにして、今まで自
分が見たり体験したりした祭りを互いに出し合うことから始まった。祇園祭り、高山祭りなど、かつて自分が家族と見に行ったことのあ
る祭りや山王祭り、富山祭りなど市内の祭り、さらには、創業祭や学園祭、熱送り祭り、雪祭り、観光祭りなど様々な祭りが出てきた。
／そして、 「願いと感謝」が祭りの基盤にあることをとらえ、春の祭り、夏の祭り、秋の祭り、冬の祭りがそれぞれ意味をもつことに興
味を覚えてきたのである。／このような学習の後、自分たちのやろうとしている祭りは感謝の祭りであり、米作りに力を貸してくれた太
陽や水、土、かかし、肥料などであるということを意識するようになってきた。したがって、収穫祭ではなく、 「収穫感謝祭」としての
取り組みとなっていったのである。／その具体として、収穫祭の前には各グループで自分たちの水田に向かい、感謝の気持を何かで表そ
うということになり、グループによっては、学校の周りの神社でやるように、おはらいをしようということになった。／これは、宗教的
な儀式ではなく、あくまでも子供の見い出した感謝を表す具体である。それぞれが自分の水田に向かって、それぞれのグループで考えた
方法で感謝の気持を表すことになったのである。」 (P.170-171) 

「本単元では、子ども達が自分の住んでいる地域の祭りを調べたり、参加したりすることを通して、祭りには人々の楽しみだけでなく願
いがこめられていることや、それが古くから伝わっていることに気づかせていく。そして、地域の祭りに参加したことや調査活動を通し
て祭りに興味をもたせるとともに、自分達の祭りをやってみたいという意欲をわき上がらせる。さらに、地域の祭りを参考にしながら、
今までに育ててきたサツマイモの収穫やクラスの喜びごとを祝い、みこしや獅子などを準備して賑やかに手作りのお祭りをする。」

(P. 274) 
「町の祭りにもみんなの願いや感謝があったように、自分達の祭りにも、サツマイモの収穫を祝うことや、 「00君の病気がなおったよ
「みんなて頑張って運動会のリレーで優勝したよ』などのクラスの喜ぶべきできごとから、共通のテーマをもたせて祭りに参加させる。

(P. 278) 
「本当に祭りは子ども達にとっても楽しい。／そこで、 r学校でも祭りをやろうよJともちかけると、途端に「ワァー」という歓声。ロ
々に何か言っているが、声が重なり合って聞き取れない。しかし、顔は輝いている。思いは、もう祭りにいってしまっている。」

(P. 283) 

「r秋祭りをしよう」という活動で、まず、祭りの計画をたてて、あさむつ太鼓を地域の人に教えていただき、実際にたたいてみる。そ
して、自分も地域の中で生活していることや、地域の人びとの楽しみや様子を知り、自分たちの祭りをつくりあげる意欲につなげていき
たい。」 (P.46) 
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田口恭子
（東京都文京区

真砂小）

桜木神社大祭

「実際に悠紀斎田祭のお田植え祭りや秋の各社でのお祭りを見学し参加するなかで、祭りにこめられている願いとともに、どのように行
われているかも調べ、自然や社会への関心を高めてきた。そのなかで、 rぼくたちも稲やさつまいもにありがとうをいおう」というつぶ
やきが聞かれるようになり、収穫際の取り組みがもちあがってきた。」 (P.190)

「（前略）サフラン・ヒマワリなどの花を始めとして、ナス・大根• ひょうたんが、見事に実りました。 『お祭りをしようか！」と、誘
い掛けるまでもなく、子どもたちは、 「お祭りをしようよ、先生！」と、私を取り囲みます。 「ちょうど、秋だから』と いうのでした。
（中略） 『ちょうど秋だから、お祭りしようよ l』の発言からお祭りの意味を調べようとする活動が始まりました。 （中蕗） 「人を、あ
っと驚かせるようなお祭りができたら楽しいでしょうねJ私の提案に、子どもたちは目を輝かせて、 rゃろう！やろう IJと大乗り気を
示しました。この年ごろの子どもは遊び心や、競争心が旺盛です。 （後略)」 CP.109-111)



佐藤年明・桜井禎子

う」という観念を一般化しようとしている。そ

のことが地域の祭りと子どもの「まつり」の接

点とされている。しかし、「00君の病気がな

おったよ」などということを大がかりなイベン

トの開催理由とすることは、それが日々の学校

生活において一貫して行なわれるならともかく、

この単元の中だけでのことなら不自然である。

Hではさらに、地域の祭りをまねて、子どもた

ちの「収穫への感謝」を「おはらい」という活

動によって表現させている。実践者の弁解にも

関わらず、これは校区の神社の行事をまねた疑

似宗教的活動にほかならない。

以上 3つの実践は、子どもたちの栽培活動に

ついて祝う・感謝する• おはらいなどの宗教的

要素を含んだ総括を行なおうとするものである。

公教育において個人の思想信条やそれを表現す

る行動に対する特定の方向づけがなされている

点で重大な問題を卒んでいる。このことは、た

とえ子どもたちがそれらの活動に喜んで取り組

んでいたとしても、いやそれならばなおさら看

過できない。

N. まとめ

1. 「生活科」という単ー教科の中に、 「まつ

り」単元を取り入れる意図が明確になっている

実践はほとんどないと言ってもよい。それは、

祭りそのものの定義があいまいだからであろう。

祭りは伝統的な行事であるが、それを学校教育

の中に持ち込む必要性は何だろうか。極論を言

えば、地域の人々の手に子どもを委ねたらすむ

ことである。学校教育の、しかも「生活科」の

中で祭りを学習させようとするなら、祭りの意

義を子どもたちに•も明確にする必要がある。ま
ず、教師が祭りを明確に定義付けることができ、

子どもに指導すべき内容の吟味が十分なされて

いけば、独自な単元として存在し得るであろう

が、日本の祭りそのものが、政治・歴史・地域な

どと複雑にからみ、混沌としているため、学習と

して発展させるのがかなりむずかしいであろう。

2. 祭りを「夢中になって活動できる」「すべ

ての思いを爆発させる」 「子どもたちの燃える」

活動であるととらえている教師が多いが、評価

とも関わって「まつり」単元の活動の中で真に

子どもたちの身に付けたい力を明確にしていか

なければ、学習とは成り得ない。「まつり」単

元では、低学年の子どもの発達の可能性を低く

とらえてはいないだろうか。本稿で検討した実

践の中では、自主性・主体性・創造性・協力性

など、抽象的な評価基準が数多く登場するが、

知的理解を求める実践が見あたらない。体験活

動の中から得られる知的理解を、各実践の中か

ら抽出していかなければ、「生活科」の特色そ

のものが否定される運命になるであろう。

3. 祭りを伝統行事ととらえるならば、継承行

事という意味では、毎年同じ内容のものでもよ

くなる。しかし、「生活科」で祭りを取り上げ

る時には、創造性や表現の独自性も前面に出し

たい。そうなると、祭りにおける伝統性と、学

校教育としての創造性の接点を見つけなければ

ならなくなる。 1.で述べた祭りの意義のあい

まいさとも関連して、祭りを「生活科」の単元

の一つとして取り入れる必要性の確認が十分な

されていないことが問題である。

4. 「生活科」において、従来の社会科から大

きく後退したと思われる内容の一つに、労働に

関する学習がある。社会科における「働く人」

の学習が、「生活科」では「ごっこ」などの模

擬体験や具体的活動によって、遊び感覚の中で

自然に子どもに気づかせようとしたり、「感謝」

「畏敬」などの心情的な部分のみでおさえがち

になる傾向にある。収穫祭としての祭りを考え

る場合でも、子どもたちの生産学習が「ごっこ」

感覚で、簡単に成功を納めることはむしろ望ま

しくないと考える。収穫できたのは自然の恵み

のおかげとか、神様のおかげなどと単純にまと

めてしまう前に、農家の人（プロ）はさすがに

すごいと感じ、どこが自分たちの仕事と違って
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「生活科」実践記録の検討 (2)

いるのかを学習するところに、「生活科」の利

点を見出すべきである。戦業選択の基礎につな

がる学習として、小学 2年生の段階で、大人に

対しての一つの発見、労働認識を軸とした子ど

もの生活の見直しを図ることができるよい機会

にさせなければならないと考える。

5. 従来の理科では、動植物を科学の対象とし

てリアルにとらえさせようとしてきた。すなわ

ち、植物の生長の変化や動物の生態の特徴など

を、科学的に観察する能力を低学年なりに養っ

てきた。「生活科」では、同じ動植物を学習対

象としながら、「自分たちと同じように生命を

もっている」「生き物への親しみ」「大切にする」

といった心情的、態度的なとらえ方に終始して

いる。「生活科」のいずれかの単元で「自然の

変化や植物の生長の様子への関心」をおさえる

ことになるが、従来の理科で行われてきた「科

学」の目をどこまでおさえられるのであろうか。

「まつり」単元で、栽培活動を収穫祭の単なる

1ステップに終わらせることは問題であるが、

自然認識と社会認識を、 1単元で有機的にから

ませていくことも、また難作業である。中学年

の理科への橋渡しも恐らく多くの問題を含むよ

うになるであろう。
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